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生物多様性及び生態系サービスに関する
政府間科学－政策プラットフォーム

（IPBES：イプベス)
総会第7回会合結果概要について

令和元年5月14日

環境省自然環境局

IPBESの概要
• 正式名称

生物多様性及び生態系サービスに関する政府間
科学－政策プラットフォーム
Intergovernmental Science-Policy Platform on Biodiversity
and Ecosystem Services

• 組織形態
独立した政府間組織（参加国が設立）

• 目的

生物多様性や生態系サービス※の現状や変化を
科学的にアセスメントし、政策提言を含む報告書
を作成 （生物多様性版のIPCC）

※ 生態系サービスとは、「自然からの恵み」であり、供給（食料、燃料、水など）、調
節（気候、土壌保全、病害虫抑制など）、文化（精神的、審美的価値など）、基盤
（土壌形成、光合成など）の４分類で説明される。

• 実施方法

アセスメントのテーマ※ごとに公募で選出された
世界レベルの自然科学者・社会科学者等が、既
存の論文等の知見を集約

※ 例えば、土地劣化と再生など 1

IPBESの
活動の柱

知見生成

政策立案
支援

能力養成
科学的
評価

情報収集

科学と政策の強化

効果的な政策提案

シナリオ作成

レポート作成
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完成したもの
2016： ・ 生物多様性・生態系サービスのシナリオ・モデルの方法論のアセス

メント報告書（シナリオ（仮定的状況）とモデル（現象の関係性を簡略化して表したもの）に
よる将来予測の有用性・使い方を評価）

・ 花粉媒介・食料生産に関するアセスメント報告書
（野生動植物種の多くがミツバチ等の花粉媒介に頼っているが、その出現頻度や多様性が低下
している地域があること等を評価）

2018： ・ 生物多様性・生態系サービスに関する地域別アセスメント報告書
（アジア・オセアニア地域では森林面積に増加傾向が見られる一方で海洋の生物多様性が劣化
している状況等を評価）

・ 土地劣化と再生に関するアセスメント報告書
（人間活動による陸地の劣化が人々の福利に悪影響を与えていること等を評価）

2019： ・ 生物多様性・生態系サービスに関する地球規模アセスメント報告書

今後開始されるもの（完成予定年）
2022： ・ 自然とその恵みに関する多様な価値評価に関する方法論のアセス

メント報告書

・ 野生種の持続可能な利用に関するアセスメント報告書

2023： ・ 侵略的外来種に関するアセスメント報告書

2

IPBESの実施するアセスメントの実施状況
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地球規模の次期生物多様性目標（ポスト2020目標）との関連

次期国家戦略の策定

COP11（インド）

持続可能な開発目標
（SDGs、国連総会採択）

リオ＋20会議

目標達成状況評価

中間評価
COP12（韓国）

IPBESの設立

条約事務局評価
(GBO4)

COP13（メキシコ）

COP14（エジプト）
（次期目標の検討）

IPBES地球規模評価
報告書（2019）

2010

2012

2014

2015

2016

2020

2018

2021

2011

2019

IPBES地域別評価
報告書（2018）

次期国家戦略の検討

次期目標に向けた検討

生物多様性国家戦略
2012-2020閣議決定

我が国の対応

IPBES評価

条約事務局評価
(GBO5)9月 IPSI8 熊本

COP10 日本が議長国

SATOYAMAイニシアティブを提唱

生物多様性条約全体の動き

愛知目標

COP15（中国） 次期目標の採択

IPSI設立
（SATOYAMAｲ

ﾆｼｱﾃｨﾌﾞ国際
ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟ）
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日本の貢献

4

＜国際的な取組＞
1. IPBESへの拠出

• IPBESの運営・作業実施 （2013～）：2018年 約17万ドル（約1900万円）
• 「アジア・オセアニア地域アセスメント」のための技術支援機関（※）の運営（2015～2019年）及び

「侵略的外来種アセスメント」のための技術支援機関の運営（2019～）：2018年 約2000万円
IPBES事務局への日本人職員（JPO）の派遣：2018年 約20万ドル（約2200万円）

2. 国連教育科学文化機関（UNESCO）への拠出
• IPBESによるアセスメント報告書作成、知識の創出、価値や利益に関する概念化等を促進するプ

ロジェクト（2012～2018年）を支援：約56万ドル（約6160万円）

3. （公財）地球環境研究戦略機関（IGES）の活動
• IPBESアジア・オセアニア地域アセスメントの促進を目的に、途上国での能力構築に関するプロ

ジェクト（2016～2019年）を支援：100万ドル（約11,000万円（生物多様性日本基金より））

＜国内の取組＞
1. IPBES国内連絡会（国内専門家、関係省庁間の情報交換）の開催

2. 環境研究総合推進費による 「社会・生態システムの統合化による自然資本・
生態系サービスの予測評価」 （S-15研究、H28～32年度）の実施

日本は、拠出金、人的支援、評価に関する途上国の能力養成等によ
りIPBESに貢献。

5

第７回総会（本年5月・パリの結果）について

日時：2019年４月29日（月）～5月4日（土）

場所：パリ（フランス）

主な成果：

（１）生物多様性と生態系サービスに関する地球規模アセスメント

政策決定者向け要約（Summary for Policy Makers：SPM）の承認

（２）次期作業計画のアセスメント等のテーマとして以下を決定
（2030年まで）

・生物多様性、水、食料、健康の相互関係 （2019年にスコーピング、その後４年で報告書作成）

・生物多様性の損失の根本的要因、変革の決定要因、生物多様
性2050ビジョン達成のためのオプション （2019年にスコーピング、その後３年で報告書作成）

・ビジネスが、生物多様性と自然が人にもたらすものに与える影響
（ （2021年にスコーピング、その後２年で報告書作成）

・生物多様性と気候変動の関連性 （2019年から２年で報告書作成）
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「地球規模アセスメント」のポイント（１）

１．自然がもたらすもの※は世界的に劣化している。

○自然がもたらすものとして、世界中で過去に例を見ないほど多くの
食料、エネルギー、材料が、人々に供給されるようになったが、こ
のことは、将来にわたりこうしたものをもたらす自然の能力を犠牲
にするとともに、その他の多くの恵み（水質調整から自然との関係
性まで）を損なうことになる。

○人類がよりどころとする生物圏は、あらゆる空間スケールで比類の
ない程に改変されている。

○人類史上これまでにないスピードで生物多様性が減少している。
・評価された動植物種のうち、約100万種が絶滅の危機にある。
・生息地、花粉媒介動物、病害虫、漁業資源、遺伝資源等で大きな
劣化傾向にある。

※「自然がもたらすもの（NCP: Nature’s contributions to people） 」は、IPBESにおいて生態系サービスとほぼ同義の用語として
使用されており、自然がもたらす負の影響も含まれている。

7

18の「自然がもたらすもの」に関す
る27指標の評価では、

・生息地、花粉媒介動物、病害虫、
漁業資源、遺伝資源等の７指標で
大きな劣化傾向

・エネルギー、農地、資材の３指標
で小規模の増加傾向

※凡例

濃い青丸・・・科学的根拠が十分確立している。
水色の丸・・・科学的根拠が確率しているが不十分。
薄い茶色・・・未解決

（Figure １. より）
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「地球規模アセスメント」のポイント（２）

２．自然の変化を引き起こす直接的・間接的要因は、過去50年の間
に加速している。

○過去50年間の地球規模での自然の変化は、人類史上前例のない
速度で進行している。

○地球規模で自然の変化に大きな影響を与えている直接的な要因
は、大きい順に①陸と海の利用の変化、②生物の直接的採取、③
気候変動、④汚染、⑤外来種の侵入である。

○これらの直接的な要因は、①生産・消費パターン、②人口動態、③
貿易、④技術革新、⑤地域から世界的な規模でのガバナンスなど
の間接的要因の影響を受けている。

○これらの直接的・間接的要因の変化の速度は、地域や国によって
異なる。

「地球規模アセスメント」のポイント（３）

３．このままでは自然保護と自然の持続可能な利用に関する目標は
達成されない。しかし、経済・社会・政治・科学技術における横断的な
社会変容（transformative change）により、2030年そしてそれ以降の目標を達成で
きる可能性がある。

○現在も続く生物多様性の減少のため、愛知目標、SDGsのような自然

と持続可能性に関する国際的な社会目標は、現在の取組のままで
は達成されない。パリ協定や2050年ビジョン等の他の目標の達成も
危うい。

○急速な人口増加、持続的ではない生産と消費や関連する技術開発
などの間接的要因が継続した場合、生物多様性の減少の継続や加
速が予測される。

○一方で、ゆるやかな人口増加、エネルギー・食料・飼料・繊維・水の
生産と消費のあり方の変革、自然と調和する気候変動適応と緩和、
持続可能な利用、利用による利益の衡平な共有は、将来の社会的・
環境的な目標の達成に資するであろう。

9
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「地球規模アセスメント」のポイント

※参考として、2014年時点の中間評価
（GBO4：地球規模生物多様性概況第４版 SBSSTA）
との比較を青文字で記載（56要素に分けた進捗率）

・「poor」（進捗がほぼ無い、全く無い）
・・・20/53

・「moderate」（進捗は見られるが不十
分、十分な進捗が一部側面や地域に限
られる）

・・・19/53
・「good」（地球規模で十分な進捗傾向）

・・・5/53
・「unknown」（情報不足）

・・・9/53

愛知目標の20の目標を53の要素に

分けた場合の進捗率 （Figure 6. より）

（15/56）

（33/56）

（5/56）

（3/56）

「地球規模アセスメント」のポイント（４）

４．社会変容（transformative change）を促進する緊急かつ協調的な努力が行わ
れることで、自然を保全、再生、持続的に利用しながらも同時に国際
的な社会目標を達成できる。

○食料、水、エネルギー、健康、良好な生活の質の実現、気候変動や
自然保護の課題への対策等の国際的な社会目標は、社会の変容を
伴う道のりをたどれば、達成は可能である。

○現在の構造は、持続可能な社会の実現や生物多様性減少の間接
的な要因に向けた取組みを抑制するため、根本的・構造的な社会の
変容が必要である。社会の変容は現状の既得権益の反対が予想さ
れるが、そのような反対はより大きな公益により克服可能である。

○その克服がなされることにより、相互に支え合う国際目標、先住民
族や地域コミュニティの活動の支援、民間の投資と発明のための新
たな枠組み、包括的・順応的なガバナンスと取り決め、多部門の計
画、戦略的な政策統合の推進が、公共・民間部門の変革による地域、
国そして世界規模での持続可能性の達成に貢献する。

11
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循環的習得

統合的、包括的、情報に基づく、かつ順
応的なガバナンス。政策の融合を含む。

自然変化の
間接的要因

自然変化の
直接的要因

８つのレバレッジ・ポイント（支点）
・良い暮らしへの多様な見方の取り込み
・消費及び廃棄物の削減
・既存の価値からの脱却
・不平等の削減
・公正の実現
・貿易とテレカップリングの内部化
・信頼ある技術、発明、投資の確保
・教育と知識の交流の促進

ガバナンスの介入（レバー）
・インセンティブの改革
・セクター横断的な協力
・予防的行動
・強靱化・不確実性に対応した
意思決定
・環境法の実行

地球規模の持続可能性のための「全社会の変容」を表す図
（Figure 9.より）
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・地球上に800万種いる動植物のうち、100万種が絶滅の危機
にある。

・16世紀以降（1500年以降）に、少なくとも680種の脊椎動物が
絶滅した。

・過去1千万年の平均よりも数十倍～数百倍、絶滅の速度が
加速している。

・世界の陸地面積の75%が著しく改変され、海洋の66%が累積
的な影響を受け、湿地の85%が消失した。

・気温上昇を2度に抑えても、生物種の５％に絶滅リスクが生
じ、サンゴ礁の面積は1%まで縮小する。

・記録されている家畜哺乳類6190品種のうち559品種（9%を上
回る割合）が2016年までに絶滅した。加えて、少なくとも1000
品種が危機に瀕している。

「地球規模アセスメント」で示された主な数値データ

資料１
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IPBES 地球規模評価報告書 SPM概要

出典
Summary for policymakers of the global assessment report on biodiversity and 

ecosystem services (Advance unedited version as of 6 May 2019)

市井 和仁

千葉大学 環境リモートセンシング研究センター

IPBES: 生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学政策プラットフォーム
SPM: 政策決定者向け要約

IPBES 地球規模評価報告書の重要性

IPBES - 国連環境計画(UNEP)により 2012年に設立

生物多様性と生態系サービスに関する動向を科学的に評価し、科学と政策のつながり
を強化する政府間のプラットフォームとして、2012年４月に設立された政府間組織。
IPCCの例から、「生物多様性版のIPCC」とされることもある。

IPBES Global Assessment (地球規模評価報告書)

50か国145名の専門家著者により、2016年より執筆開始
科学的な成果などに基づき、システマティックレビューにより、客観性・透明性を確保
2回の外部レビュー (誰でも参加可能)
IPBES第7回総会 (2019/04/29-05/04 パリ)における政府間会合において

SPMが承認された

資料２
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自然がもたらすもの (NCP: Nature’s Contribution to People)

Keyword:

IPBES第5回総会で加盟国より承認された概念で、地球規模評価報告書
と、今後すべての科学評価で使用されることが決定している

世界各地の人々が持つ文化的背景に
起因する生態系サービスに対する見解
の相違を超え、自然が人々の生活の質
に与える影響の正負の影響をとらえるた
めに提唱された概念

IPBESでは、
①物質的な寄与
②非物質的な寄与
③環境調節的な寄与
として評価。

18の報告区分を定義。

[Diaz et al. 2018]

① ② ③

A) 自然、ならびに自然がもたらすものは、世界的に減少し

ている

B) 自然の変化を引き起こす直接的および間接的な要因

は、過去50年で急速に高まっている

C) このままでは愛知目標やSDGsは達成できない.

2030年以降の目標(SDGs, パリ協定, 生物多様性

条約2050年ビジョン)に向けて、経済、社会、政治、

技術にわたる “変革” が求められる

D) 変革を促す協調的な努力を今すぐ始めることで、自然

の保全、再生と持続的な利用と国際的な社会目標

達成を両立できる

SPM キーメッセージの構成
(概要)

自然と自然がもたらす
ものの変化

要因の変化

国際目標達成
への見込み

国際目標達成
に向けて

(SPMメッセージ)

資料２
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A. 自然、ならびに自然がもたらすものは、世界的に減少している

• 自然は人々の存在と良質な生活のために不可欠. 自然がもたらすもの(NCP)の大部分は完

全には置き換えができない、中には、全く置き換えできないものもある.

• 自然がもたらすもの(NCP)は、時間・場所・異なる社会層に偏って分布する。NCPの生産・利

用にはトレードオフが伴う.

(例; 貧富の差, 生産増⇔多様性減)

• 1970年以降, 農業生産・漁獲・バイオエネルギーなどは増加. しかし, 自然がもたらすもの

(NCP)は18項目のうち14項目で減少. (Fig 1)

• 世界中のほとんどの自然は人為的に改変され、生態系・生物多様性の多くの指標は急速に

低下している. 例: 人為改変; 陸の75%, 海の66%; 湿地の85%消失

• 人間活動はこれまで以上に地球規模での絶滅を引きおこしている (Fig 3)

例: 評価した種の25%が絶滅危機 （→100万種が絶滅危機)

• 作物や家畜の品種の減少と食料安全保障のリスク, 地球全体の生物群集の均質化

• 急速な生物学的進化と高まるリスク

自然が
もたらすもの
の変化

(NCP: Nature’s 
Contribution 
to People)

物
的

N
C
P

非
物

的
N

C
P

環
境

調
節

的
N

C
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生息域の形成と維持

送粉、種子散布等

大気質の調整

気候調整

海洋酸性化の調整
淡水の量、場所、
タイミングの調整
淡水、沿岸域水質
の調整
土壌、堆積物の形成、
保護、除染

災害、極端事象の調整

有害生物、
生物プロセスの調整

エネルギー

食料、肥料

資材、労働力

医薬品、生化学、
遺伝資源

学習、インスピレーション

身体、心理的体験

アイデンティティ形成

将来の選択肢の維持

Fig 1. (SPM)
1970-現在の
自然がもたらす
ものの変化

14項目で減少

資料２



4

Fig 3. (SPM) 異なる分類毎の絶滅危機種、その他の分布

腹足類

トンボ類

シダ類

単子葉植物

爬虫類

哺乳類

甲殻類

サメ・エイ

サンゴ

針葉樹

双子葉植物

両生類

ソテツ

B. 自然の変化を引き起こす直接的および間接的な要因は、
過去50年で急速に高まっている

• 自然の変化の直接要因： 陸・海利用変化 > 収穫 > 気候変動 > 汚染 > 外来種

(Fig 2)

• 陸地と淡水域の生態系変化の主要因は土地利用変化と直接採取（伐採、狩猟、漁獲な

ど）、沿岸と海洋の変化の主要因は直接採取（漁獲など）と陸・海利用変化

• 気候変動は直接要因の一つ. 他の直接要因が自然や暮らしに与える影響を悪化させる

• 汚染や侵略的外来種が増加、自然に悪影響を与えている

• 過去50年間で人口倍増, 経済は4倍, 貿易は10倍に増加し、経済成長、貿易増加により

エネルギーと資源の需要が増加

• 経済的インセンティブは経済活動を拡大するが環境に負の影響：自然のもつ多様な価値を

取り入れた経済的インセンティブにより生態的、経済的、社会的に改善する

• 先住民の土地では自然の減少は緩やかだが、圧力が高まり、自然を管理するための先住民

の知識は減少している

資料２



5

直接的要因の重要度：
陸・海利用変化 > 収穫 > 気候変動 > 汚染 > 外来種

Fig 2. (SPM) 間接的・直接的要因から自然の減退の模式図

• 自然の保全と持続可能な利用のための現行政策の効果はあるが、自然の劣化を引
き起こす要因を食い止めるには不十分。2020年愛知目標はほとんどを達成できない
可能性が高い(Fig 6)

• 自然の減少はSDGs1, 2, 3, 6, 11, 13, 14, 15に向けた前進を妨げる. ここのう
ち80%(Fig 7)で目標達成の進捗を脅かしている。

• 地球規模の自然減少に重大な影響を受けるのは、先住民や貧困層居住地域

• 変革を想定したシナリオ以外では、自然や自然の寄与が2050年以降も減少

• これから数十年で気候変動の重大性が増す：SDGsや生物多様性2050年ビジョン
の達成に向けた行動に織り込むことが大事

C. このままでは愛知目標やSDGsは達成できない. 2030年以降の目

標(SDGs, パリ協定, 生物多様性条約2050年ビジョン)に向けて、

経済、社会、政治、技術にわたる “変革” が求められる
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Fig 6. (SPM) 2020年愛知目標に向けての進捗状況 (1/2)

Fig 6. (SPM) 2020年愛知目標に向けての進捗状況(2/2)
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Fig 7. (SPM) SDGsに向けてのサポート状況. Partial Supportも不十分 (1/2)

Fig 7. (SPM) SDGsに向けてのサポート状況. Partial Supportも不十分 (2/2)
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• 国際協力と現場レベルの対策のリンクづけ、科学、資金と全てのアクターの参加と
合意に基づく国際目標の更新が鍵

• 主な手段（レバー）：①インセンティブと能力形成；②分野横断の協力；③先
制行動；④レジリエンスと不確実性を織り込んだ意思決定；⑤環境法とその実
施

• 主な介入点（レバレッジ・ポイント）：①豊かな生活のビジョン；②消費と廃棄の
絶対量；③価値観と行動；④不平等；⑤保全の正義と包摂性；⑥外部性と
テレカップリング；⑦技術、革新と投資；⑧教育と知識の形成・共有

• 先進国と途上国に求められる変革の違い、情報に基づく包括的、統合的、順応
的ガバナンスによるリスク低減

• 先住民と地域コミュニティの知識や慣行、制度などを活かす共同管理

D. 変革を促す協調的な努力を今すぐ始めることで、自然の保全、再
生と持続的な利用と国際的な社会目標達成を両立できる

Fig 9. (SPM) 持続型にむけた「変革」
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•

www.council.science 

• Commissioned by the Plenary of IPBES 
• Comprising an internal and external element
• Reviewing achievements to inform the next work programme

The institutional context for the review
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IPBES 5
March 2017
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First meeting of 
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report to Plenary

June 2018
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• 2030

IPBES/7/L5
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Overall objective of IPBES: To strengthen the science-policy interface for biodiversity and ecosystem services for the conservation and sustainable use of biodiversity, long-term 
human well-being and sustainable development 

Policy framework of the IPBES rolling work programme up to 2030: The 2030 Agenda for Sustainable Development, including the Sustainable Development Goals, the 
biodiversity-related conventions and other biodiversity and ecosystem services processes 

OBJECTIVES 
of the 
work 
programme

TOPIC 1 
Understanding the 
importance of biodiversity in 
achieving the 2030 Agenda 
for Sustainable Development 

TOPIC 2 
Understanding the underlying causes 
of biodiversity loss and determinants 
of transformative change and options 
for achieving the 2050 Vision for 
Biodiversity 

TOPIC 3 
Measuring business 
impact and dependence 
on biodiversity and 
nature’s contributions to 
people 

Supporting the 
achievement of the 
overall objective of 
IPBES 

OBJECTIVE 1 
Assessing 
knowledge 

Deliverable 1 (a): Assessing 
interlinkages among 
biodiversity, water, food and 
health (thematic 
assessment) 
Deliverable 1(b): Assessing 
the interlinkages between 
biodiversity and climate 
change (technical paper) 

Deliverable 1 (c): Assessing the 
underlying causes of biodiversity loss 
and the determinants of 
transformative change and options for 
achieving the 2050 Vision for 
Biodiversity (thematic assessment) 

Deliverable 1 (d): 
Assessing the impact and 
dependence of business 
on biodiversity and 
nature’s contributions to 
people (fast-track 
methodological 
assessment) 

OBJECTIVE 2 
Building capacity 

(a) Enhanced learning and 
engagement (b) Facilitated 
access to expertise and 
information (c) 
Strengthened national and 
regional capacities 

(*) (*) (*) (*) 

OBJECTIVE 3 
Strengthening the 
knowledge foundations 

(a) Advanced work on 
knowledge and data 
(b) Enhanced recognition of 
and work with indigenous 
and local knowledge 
systems 

(*) (*) (*) (*) 
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OBJECTIVE 4 
Supporting policy 

(a) Advanced work on policy 
instruments, policy support tools 
and methodologies 
(b) Advanced work on scenarios 
and models of biodiversity and 
ecosystem functions and services 
(c) Advanced work on multiple 
values 

(*) (*) (*) (*) 

OBJECTIVE 5 
Communicating and 
engaging 

(a)Strengthened communication 

(b)Strengthened engagement of 
Governments 
(c)Strengthened engagement with 
stakeholders 

OBJECTIVE 6 
Improving the 
effectiveness of the 
Platform 

(a) Periodic review of the 
effectiveness of IPBES 
(b) Review of the IPBES 
conceptual framework 
(c) Improving the effectiveness of 
the assessment process 

OBJECTIVES 
of the 
work 
programme

TOPIC 1 
Understanding the 
importance of biodiversity in 
achieving the 2030 Agenda 
for Sustainable Development 

TOPIC 2 
Understanding the underlying causes 
of biodiversity loss and determinants 
of transformative change and options 
for achieving the 2050 Vision for 
Biodiversity 

TOPIC 3 
Measuring business 
impact and dependence 
on biodiversity and 
nature’s contributions to 
people 

Supporting the 
achievement of the 
overall objective of 
IPBES 

IPBES
• IPCC 
•
• [ ] IPBES9 CMS( ) UNCCD ecological connectivity)

IPBES
• 2020 CBD COP14
• SDGs 
• Future Earth GSC
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Managing the interface to achieve impact through knowledge

IPBES

Policy relevance

Co-design
Scientific 
independence

IPBES

IPBES needs to define a vision and mission clarifying its role as a 
science-policy interface, and an adaptive strategy where the four 
functions* are seen and managed as an integrated set.

The transformative impact of IPBES relies on all four functions of IPBES 
being significantly strengthened.

*assessments; knowledge generation; policy tools; capacity building

Key message 1
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IPBES needs to strengthen the policy aspects of its work if it is to 
fulfill its mandate as a science/knowledge-policy interface.

• IPBES needs to widen the policy and practitioner expertise included, 
in all phases of an assessment (including co-production of scoping 
and knowledge brokering amongst all actors)

• IPBES need to include in assessments a range of policy options more 
prominently. This is not about being prescriptive but about 
producing useable knowledge and tools through options (choices) 
for decision-makers.

Key message 2

IPBES needs to maintain the scientific independence while allowing 
for the co-design and co-production of assessments.

• The scientific independence of the assessment process is critical for 
the legitimacy and credibility of IPBES;

• A stronger engagement with all actors, especially in the early phase 
of pre-scoping, would strengthen the relevance of the products;

• In practice, the MEP and Bureau have overlapping roles, something 
to reflect on.

Key message 3
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IPBES needs to develop a more strategic and collaborative approach 
to stakeholders.

• A differentiated approach to stakeholders (beyond the single 
observer category) to allow for different levels of engagement would 
better deliver the early promise of wider stakeholder engagement of 
all IPBES’ work.

Key message 4
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Key message
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but incomplete
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89 90
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1(d) 
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4(b) 
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IPBES-3 IPBES-4 IPBES-5 IPBES-6 IPBES-7

2(b)
2(c)

3(b)(i) 

3(b)(ii) 

3(c) 

3(d)

3(b)(iii) 

2022

2021

2021
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•
• 2030

• IPBES

―
1.
2. 2050

3.

• IPBES

Overall objective of IPBES
To strengthen the science-policy interface for biodiversity and ecosystem services for the conservation and sustainable use of biodiversity, long-term human well-being and sustainable development

Policy framework of the IPBES rolling work programme up to 2030
The 2030 Agenda for Sustainable Development, including the Sustainable Development Goals, the biodiversity-related conventions and other biodiversity and ecosystem services processes

OBJECTIVES
of the work
programme

TOPIC 1
Understanding the importance of 
biodiversity in achieving the 2030 
Agenda for Sustainable 
Development

TOPIC 2
Understanding the underlying 
causes of biodiversity loss and 
determinants of transformative 
change and options for 
achieving the 2050 Vision for 
Biodiversity

TOPIC 3
Measuring business impact 
and dependence on 
biodiversity and nature’s 
contributions to people

Supporting the 
achievement of 
the overall 
objective of 
IPBES

OBJECTIVE 1
Assessing
knowledge

Deliverable 1 (a): Assessing 
interlinkages among biodiversity, water, 
food and health (thematic assessment)
Deliverable 1(b): Assessing the 
interlinkages between biodiversity and 
climate change (technical paper)

Deliverable 1 (c): Assessing the 
underlying causes of biodiversity 
loss and the determinants of 
transformative change and 
options for achieving the 2050 
Vision for Biodiversity (thematic 
assessment)

Deliverable 1 (d): Assessing the 
impact and dependence of 
business on biodiversity and 
nature’s contributions to people 
(fast-track methodological 
assessment)

OBJECTIVE 2
Building capacity

(a) Enhanced learning and engagement (*) (*) (*) (*)
(b) Facilitated access to expertise and 

information (*) (*) (*) (*)
(c) Strengthened national and regional 

capacities (*) (*) (*) (*)

OBJECTIVE 3
Strengthening the 
knowledge foundations

(a) Advanced work on knowledge and 
data (*) (*) (*) (*)
(b) Enhanced recognition of and work 

with indigenous and local knowledge 
systems

(*) (*) (*) (*)

OBJECTIVE 4
Supporting policy

(a) Advanced work on policy 
instruments, policy support tools and 
methodologies 

(*) (*) (*) (*)

(b) Advanced work on scenarios and 
models of biodiversity and ecosystem 
functions and services 

(*) (*) (*) (*)

(c) Advanced work on multiple values (*) (*) (*) (*)

OBJECTIVE 5
Communicating and 
engaging

(a) Strengthened communication 
(b) Strengthened engagement of 

Governments 

(c) Strengthened engagement with 
stakeholders

OBJECTIVE 6
Improving the 
effectiveness of the 
Platform

(a) Periodic review of the effectiveness 
of IPBES
(b) Review of the IPBES conceptual 
framework
(c) Improving the effectiveness of the 
assessment process

(*) Specific deliverables to be developed by task forces
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Deliverable 1 (a): Assessing interlinkages among biodiversity, water, food and health
Deliverable 1(b): Assessing the interlinkages between biodiversity and climate change

Deliverable 1 (c): Assessing the underlying causes of biodiversity loss and the determinants of 
transformative change and options for achieving the 2050 Vision for Biodiversity

Deliverable 1 (d): Assessing the impact and dependence of business on biodiversity and 
nature’s contributions to people
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侵略的外来種に関するテーマ別評価

2019年5月14日(月)
IPBES第7回総会結果報告会

www.ipbes.net

守分 紀子

IPBES侵略的外来種評価技術支援機関

IPBES侵略的外来種に関するテーマ別評価の概要

 作業計画2014-2018で規定された成果物の一つ。第６回総会
（2018年3月）において評価の実施が決定

 第７回総会以降に開始され、世界約70名の専門家により、約３年
間かけて評価報告書を作成予定

 侵略的外来種の世界的な動向とその要因、社会経済・環境への影
響、政策や対処手法のオプション等についてとりまとめる。ポスト愛
知目標やSDGsの達成に向けた取り組みへの貢献が期待

 アジア・オセアニア地域評価に続き、環境省の支援により、（公財）
地球環境戦略研究機関に技術支援機関が設置
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The Intergovernmental Platform on Biodiversity and Ecosystem Services www.ipbes.net

評価報告書作成のプロセス（※今次総会決定を受けて修正予定）

専門家の
募集・
選定

専門家による活動期間（約3年間）

最終
レビュー
（政府）

開
始

外部レ
ビュー
（専門家）

外部レ
ビュー
（専門家・
政府）

第10回
IPBES総会

各章第1草稿

第1回執筆者会合 第2回執筆者会合 第3回執筆者会合

各章最終草稿

SPM最終草稿

各章第2草稿

SPM第1草稿

2019年
8月

2020年
前半

技術支援
機関設置

2020年
夏～秋

2021年
前半

2021年
夏～秋

2022年2019年
2月

Thank you!
IPBES Secretariat, UN Campus

Platz der Vereinten Nationen 1, D-53113 Bonn, Germany

secretariat@ipbes.net www.ipbes.net

@IPBES 
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地球環境戦略研究機関
東京サステイナビリティフォーラム

中島 尚子

生物多様性日本基金
IPBES能力構築プロジェクトの概要について

2

生物多様性日本基金
IPBES能力構築プロジェクト

 プロジェクト名称:
“IPBESアジアオセアニア地域アセスメント実施のた
めの能力構築プロジェクト”

 実施機関：
地球環境戦略研究機関（IGES）
（生物多様性条約事務局との協定により実施）

 実施時期：
２０１６年４月～２０２０年６月（予定）
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3

 項目１: 先住民・地域住民の知識体系（ILK)の
地域アセスメントへの統合化

 項目２：シナリオとモデリングの方法論に関する
アセスメント成果の地域アセスメントへのイン
プット

 項目３ : 地域アセスメント成果の政策決定者へ
の提供と利用促進

[アジア太平洋地球変動研究ネットワーク（APN)共同実施]

プロジェクト実施項目

専門家ワークショップの開催（2016年11月）
（神奈川・葉山）

３回のILK準地域ワークショップを開催
（2016年10～12月）

（ネパール、タイ、ニュージーランド）

4

地域アセスメント成果を政策決定に活用するための
科学－政策対話 (Science-policy dialogues)

 南アジア・西アジア準地域会合: 2019年2月27－
28日、カトマンズ（ネパール）

 オセアニア準地域会合： 2019年4月4－5日、
キャンベラ（豪州）

 東南アジア・北東アジア準地域会合： 2019年
10月22－23日、バンコク（タイ）（予定）

15か国約60名が参加

15か国約40名が参加
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